
老
後
資
金
問
題
は
影
響
せ
ず

　

複
数
の
金
融
庁
幹
部
は
、
今
年
の
金
融
庁
人
事

に
お
け
る
老
後
資
金
問
題
の
影
響
に
つ
い
て
「
ほ

ぼ
な
い
」
と
口
を
そ
ろ
え
る
。
問
題
の
引
き
金
と

な
っ
た
金
融
審
議
会
報
告
書
の
担
当
局
長
は
、
三

井
秀
範
・
前
企
画
市
場
局
長
（
１
９
８
３
年
大
蔵

省
入
省
、
以
下
同
）。
三
井
氏
の
生
年
月
日
は
59

年
５
月
で
、
今
年
が
次
官
級
ポ
ス
ト
（
金
融
庁
長

官
、
金
融
国
際
審
議
官
）
に
な
る
リ
ミ
ッ
ト
を
迎

え
て
い
た
。
国
家
公
務
員
法
上
、
原
則
と
し
て
、

局
長
は
60
歳
の
誕
生
日
に
達
す
る
年
度
の
３
月
末

ま
で
が
任
期
の
た
め
、
留
任
し
て
も
来
年
３
月
ま

で
し
か
在
任
で
き
な
い
。
次
官
級
ポ
ス
ト
の
定
年

は
62
歳
ま
で
な
の
で
、
今
回
の
人
事
で
次
官
級
ポ

ス
ト
に
就
か
な
け
れ
ば
定
年
退
職
す
る
し
か
な
か

っ
た
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
老
後
資
金
問
題
が

な
か
っ
た
と
し
て
も
、
勇
退
の
可
能
性
が
極
め
て

高
か
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

83
年
入
省
組
の
〝
三
羽
が
ら
す
〞
の
う
ち
、
三

井
氏
の
ほ
か
に
総
合
政
策
局
長
だ
っ
た
佐
々
木
清

隆
氏
も
勇
退
し
た
こ
と
で
、
残
る
氷
見
野
良
三
金

融
国
際
審
議
官
が
次
期
長
官
の
最
有
力
候
補
と
な

っ
た
。
金
融
庁
関
係
者
に
よ
れ
ば
、
遠
藤
俊
英
長

官
（
82
年
入
省
）
は
、
氷
見
野
氏
に
対
し
て
「
現

場
で
顔
を
売
る
よ
う
に
」
と
促
し
て
い
る
よ
う
で
、

今
事
務
年
度
は
お
の
ず
と
対
外
的
な
ア
ピ
ー
ル
が

増
え
そ
う
だ
。

　

氷
見
野
氏
は
、
03
年
か
ら
ほ
ぼ
３
年
に
わ
た
っ

て
バ
ー
ゼ
ル
銀
行
監
督
委
員
会
事
務
局
長
を
務
め

た
、
富
山
訛
り
の
英
語
を
駆
使
す
る
国
際
金
融
規

制
の
プ
ロ
。
著
作
『
検
証
Ｂ
Ｉ
Ｓ
規
制
と
日
本
』

は
銀
行
界
の
バ
イ
ブ
ル
と
な
っ
た
。
そ
れ
だ
け
で

な
く
、
金
融
庁
Ｏ
Ｂ
の
大
森
泰
人
氏
に
「
詩
人
兼

芸
術
家
が
た
ま
た
ま
金
融
行
政
に
携
わ
っ
て
い

る
」
と
言
わ
し
め
る
ほ
ど
、
霞
が
関
き
っ
て
の
教

養
人
の
一
面
を
持
つ
。
フ
ラ
ン
ス
の
彫
刻
家
マ
イ

ヨ
ー
ル
を
紹
介
し
た
著
作
の
評
価
は
高
く
、
漢
籍

へ
の
造
詣
も
深
い
。

　

も
う
一
つ
の
次
官
級
ポ
ス
ト
で
あ
る
次
の
金
融

国
際
審
議
官
は
、
86
年
入
省
組
の
白
川
俊
介
総
括

審
議
官
と
天
谷
知
子
総
合
政
策
局
審
議
官
（
国
際

担
当
）
が
有
力
だ
。
こ
れ
ま
で
財
務
省
・
金
融
庁

で
女
性
が
次
官
級
ポ
ス
ト
に
就
い
た
例
は
な
い
。

国
際
金
融
の
舞
台
で
は
、
ラ
ガ
ル
ド
氏
（
次
期
欧

州
中
央
銀
行
総
裁
）
や
ナ
ビ
ウ
リ
ナ
氏
（
ロ
シ
ア

中
央
銀
行
総
裁
）
の
よ
う
に
女
性
の
活
躍
が
著
し

く
、「
天
谷
氏
の
金
融
国
際
審
議
官
就
任
は
規
定

路
線
」（
金
融
庁
幹
部
）
と
の
声
も
聞
か
れ
る
。

　

〝
次
の
次
〞
の
長
官
も
絞
ら
れ
て
き
た
。
85
年

入
省
組
の
森
田
宗
男
総
合
政
策
局
長
と
中
島
淳
一

企
画
市
場
局
長
だ
。
金
融
庁
で
は
、
総
合
政
策
局

長
だ
っ
た
佐
々
木
氏
が
今
回
退
任
し
た
よ
う
に
、

筆
頭
局
長
か
ら
勇
退
す
る
と
い
う
霞
が
関
の
常
識

と
は
異
質
な
慣
習
が
定
着
し
て
い
る
。
次
の
次
の

長
官
人
事
を
巡
っ
て
は
、
こ
の
慣
習
が
ど
う
作
用

す
る
の
か
が
一
つ
の
焦
点
に
な
り
そ
う
だ
。

サ
プ
ラ
イ
ズ
は
伊
藤
氏
と
堀
本
氏

　

今
年
の
金
融
庁
人
事
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
を
挙
げ
れ

ば
、
ま
ず
伊
藤
豊
氏
（
89
年
入
省
）
の
監
督
局
審

議
官
の
就
任
だ
。
伊
藤
氏
の
前
職
は
、
財
務
省
職

員
の
採
用
か
ら
Ｏ
Ｂ
の
フ
ォ
ロ
ー
ま
で
人
事
管
理

を
一
手
に
担
う
大
臣
官
房
秘
書
課
長
。
秘
書
課
長

と
い
え
ば
、
国
会
対
策
や
法
令
案
審
査
を
仕
切
る

大
臣
官
房
文
書
課
長
と
な
ら
び
、
入
省
か
ら
20
年

目
付
近
の
次
官
候
補
が
抜
擢
さ
れ
る
重
要
ポ
ス
ト

老
後
資
金
問
題
の
影
響
軽
微
も

サ
プ
ラ
イ
ズ
が
目
立
っ
た
金
融
庁
人
事

６
月
16
日
に
は
早
々
と
財
務
省
幹
部
人
事
の
〝
新
聞
辞
令
〞
が
行
わ
れ
た
が
、
金
融
庁
長
官
の

留
任
報
道
は
正
式
発
表
直
前
の
７
月
に
入
る
日
ま
で
ず
れ
込
ん
だ
。
そ
れ
ま
で
老
後
資
金
問
題

の
影
響
を
推
し
量
り
、
虚
実
入
り
乱
れ
た
憶
測
が
飛
び
交
っ
て
い
た
た
め
だ
ろ
う
。
サ
プ
ラ
イ

ズ
だ
っ
た
の
は
、財
務
省
大
臣
官
房
秘
書
課
長
か
ら
監
督
局
審
議
官
に
就
任
し
た
伊
藤
豊
氏
、そ

し
て
監
督
局
総
務
課
長
か
ら
総
合
政
策
局
審
議
官
へ
と
〝
２
階
級
特
進
〞
を
果
た
し
た
堀
本
善

雄
氏
。
ほ
か
に
も
総
務
課
長
以
上
で
入
れ
替
わ
り
の
激
し
い
大
幅
な
人
事
異
動
と
な
っ
た
。
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8,000万人の顧客基盤に届ける
「手のひら金融」

特集
出
陣
！
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
金
融

優れたＵＩ／ＵＸで
「金融の民主化」を進める

LINE Financial
CEO 齊藤 哲彦

─
─
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
は
、
銀
行
、
証

券
、
保
険
、
決
済
、
さ
ら
に
は
フ
ィ

ン
テ
ッ
ク
を
活
用
し
た
さ
ま
ざ
ま
な

金
融
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
乗
り
出
し

て
い
る
。
金
融
事
業
に
お
い
て
、
ど

の
よ
う
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
描
い

て
い
る
の
か

　

こ
れ
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
企
業
特
性
と

か
か
わ
っ
て
く
る
話
だ
が
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
に
は
大
き
く
二
つ
の
特
性
が
あ
る
。

一
つ
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
カ

ン
パ
ニ
ー
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
ユ
ー
ザ
ー

は
８
０
０
０
万
人
に
上
り
、
そ
の
85

％
が
毎
日
ア
ク
セ
ス
す
る
巨
大
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
に
な
っ
て
い
る
。
も
う
一
つ
は
、

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー
。
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
に
は
Ｕ
Ｉ
／
Ｕ
Ｘ
な
ど
の
技
術

力
に
優
れ
た
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
人
材
が

た
く
さ
ん
い
る
。
こ
の
二
つ
の
特
性

を
生
か
す
こ
と
で
、
金
融
を
も
っ
と

身
近
な
も
の
に
し
て
い
く
こ
と
こ
そ
、

わ
れ
わ
れ
が
目
指
す
金
融
ビ
ジ
ネ
ス

の
姿
だ
。

　

い
ま
ま
で
金
融
に
は
、「
難
し
い

生
活
に
溶
け
込
む

金
融
サ
ー
ビ
ス
を
展
開

これまで「金融」は難しいイメージが先行し、多くの人にとって身近な存在では
なかった。われわれは、ＬＩＮＥという巨大なコミュニケーションプラットフォ
ームの中で、ＵＩ／ＵＸを徹底的にこだわって金融サービスを展開し、金融をも
っと身近なものに変えていく。ＬＩＮＥのユーザーは8,000万人。この85％が毎
日アクセスしており、このプラットフォーム上で、非常に便利でわかりやすく、
お得で安心できる生活に寄り添った金融サービスを提供することが、われわれの
目指す金融ビジネスの姿だ。
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「
早
期
警
戒
制
度
」を
見
直
し
た

意
義
と
狙
い

早
め
早
め
の
経
営
改
善
で
持
続
可
能
な

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
を
促
す

金
融
庁

　

総
合
政
策
局
総
務
課

　

総
括
企
画
官

　
︵
前
監
督
局
銀
行
第
二
課

　

地
域
銀
行
監
督
調
整
官
︶

和
田
良
隆

　

監
督
局
銀
行
第
二
課

　

課
長
補
佐

後
藤
克
仁

制
度
の
概
要
と

見
直
し
の
経
緯

　

自
己
資
本
比
率
が
最
低
基
準
を
下

回
る
金
融
機
関
へ
の
対
応
と
し
て
は
、

銀
行
法
26
条
２
項
に
基
づ
く
「
早
期

是
正
措
置
」（
注
２
）
が
定
め
ら
れ
て

い
る
。
早
期
是
正
措
置
の
対
象
と
は

な
ら
な
い
金
融
機
関
に
対
し
て
も
、

健
全
性
の
維
持
・
向
上
に
向
け
た
経

営
改
善
を
促
す
た
め
の
仕
組
み
と
し

て
２
０
０
２
年
に
導
入
さ
れ
た
の
が

「
早
期
警
戒
制
度
」
で
あ
る
。

　

具
体
的
に
は
、
①
「
収
益
性
改
善

措
置
」（
収
益
性
の
改
善
が
必
要
と

認
め
ら
れ
る
金
融
機
関
に
対
す
る
措

置
）、
②
「
信
用
リ
ス
ク
改
善
措

置
」（
信
用
リ
ス
ク
管
理
態
勢
に
つ

い
て
改
善
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
金

融
機
関
に
対
す
る
措
置
）、
③
「
安

定
性
改
善
措
置
」（
市
場
リ
ス
ク
等

の
管
理
態
勢
に
つ
い
て
改
善
が
必
要

と
認
め
ら
れ
る
金
融
機
関
に
対
す
る

措
置
）、
④
「
資
金
繰
り
改
善
措

金
融
庁
は
６
月
28
日
、「
中
小
・
地
域
金
融
機
関
向
け
の
総
合
的
な
監
督
指
針
」（
注
１
）
の
一
部
改
正
を
行
っ
た
。
こ

れ
は
、
既
存
の
「
早
期
警
戒
制
度
」
の
う
ち
、「
収
益
性
改
善
措
置
」
を
見
直
し
、
足
も
と
の
実
態
に
と
ど
ま
ら
ず
、

「
持
続
可
能
な
収
益
性
」
や
「
将
来
に
わ
た
る
健
全
性
」
に
着
目
し
た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
い
、
早
め
早
め
の
経

営
改
善
を
促
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
そ
の
概
要
や
背
景
等
を
紹
介
す
る
。
な
お
、

本
稿
に
示
さ
れ
た
意
見
に
わ
た
る
部
分
に
つ
い
て
は
筆
者
ら
の
見
解
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
筆
者
ら
が
所
属
す

る
組
織
の
も
の
で
は
な
い
。
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